










氏名・(本籍) 高 前 揚 L、ち
学位の種類 工 字 博 士
学位記番号 用 463 2 干E王1 
学位授与の日付 昭和 54 年 3 月 24 日
学位授与の要件 基礎工学研究科物理系専攻






て格子振動による( a )結晶場の変調と( b )交換相互作用の変調が重要である。機構 (a )に関し
ては Part 1 と Part II で\機構( b )に関しては Part 皿で議論される。
異なる軌道状態聞の励起(エキシトン)は結品場と直接相互作用する電気多重極子の変化を伴い，
このためエキシトンとフオノン聞に機構( a )による強い相互作用が働く。 Part 1 では MnO 中のMt
イオンの6A 1 → 'T 1 (A バンド) , 4T2 (B バンド)遷移によるマグノンサイドバンドについてエキシ
トンーフォノン相互作用の効果を調べる。実験で観測されている A ， B バンドの形状の違いはこの相
互作用の強さの違いによって説明される。













よる微細構造を説明することに成功した。第 2 に反強磁性 KCoF 3 結晶は Co イオンの残存軌道角運動
量のために強い電子格子相互作用をもつが この相互作用の新しい機構を提案し スピン・格子混成
波の問題を取扱って，中性子散乱の実験との比較を含め満足すべき結果をえた。第 3 に最近興味をも
たれているアルカリ -TCNQ 塩結晶の重合転移について，局在電子系の立場から研究を行っている。
この系は準一次元ハイゼンベルグスピン系と考えられるが，断熱近似の範囲内で格子の変形を考慮し
て，スピン系の自由エネルギーを計算し，重合転移についていくつかの重要な結果をえた。
以上本論文は局在電子系の電子格子相互作用について新しい知見を加えたもので学位論文として価
値あるものと認める。
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